
珍注 この図を見れば,
″ =cos 2′ で,-1≦ cos 2ι ≦ 1な ので ,

-1≦ ″≦ 1

υ =sin ι+1で ,-1≦ sin`≦ 1な ので ,
0≦ υ≦2

となることも納得できると思います

の注 ′の変化に伴って点 (″,7)がどのように

動いているのか,について,も うちょっと,詳 しく

見てみることにしよう まず ,
″=cos 2ι なので,″ 座標の周期はπ,

y=sin′ +1なので,υ 座標の周期は 2π
このことから,す が 0か ら 2π まで変化すると,″

は2サイクル,υ は 1サイクル変化することがわか

ります

実際,す が 0か ら 2π まで変化するときの点の移

動の様子は,図のように,点 A,B,Cを定めると,
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となります 必ず各自で点の移動の様子を目で

追ってください

の注 今回の場合は,比較的に点の移動が単純で

したが,も っと複雑な動きをする点もあって,なか

なか軌道を追うが難しいのですが,「すにいろいろ代

入して点をプロットしていくJと いう姿勢は変わり

ません まあ,そのうちできるようになります

さて,媒介変数表示された関数の微分公式に基づ

き,等静を求めます場子はιの式になるので,そ
の′に値を代入すれば,そ の点における接線の傾き

が求められます
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したがって,′ =―そのとき,

求める接線の方程式は

y=:″ 十 :

■

と思います力`,こ の曲線は放物線です ごフ 懲 篭11
今回の場合,媒介変数 ′を消去して ″とυの関

数関係を作ることができます

0   (男」角翠)

①より,″ =1-2 sin2′ ……①
′

②より,υ -1=sin″ ……②
′

よって②
′
を①
′
に代入して,
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逆関数の微分法より

'静

=

ι=一
そ
のとき,2/=;な ので,求める接線の

傾きは,弁 =タ

■

″注 媒介変数を消去すれば確かに 2次関数の式

が登場しました.しかし,媒介変数がいつも消去で

きるとは限りません (む しろ,消去できないことの

方が多い)今 回の場合は,ホ ンマにたまたまうま

く消去できただけなので,や っばり最初の C)で

動しておいてくださ
lヽ、ク暴笠よ≒.落、ょ2F



赤阪正純 (httpンクinupri.Web fc2.com)              接線の話 (数学Ⅲ編)(4)

Pointく(2次曲線の接線

①円″2+υ2=′2上の点(p,c)に おける接線は,pχ +9υ =γ2

② 楕円
チ
十
チ
=1上 の点 0,の における魏 は,4子 十

毛争

③双鹸≠―≠=± 1上の点0,のにおける辮は,4争 -1等 =±・
④放物線υ2=4α″上の点(p,9)に おける接線は,9υ =2α (″ +p)
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これらの公式はテスト等で無条件に利用して構いませんが,「なぜその式になるのか」という理由,証明

が大切です いちおう,② と④ の場合だけ証明しておきます その他の場合も必ず各自で証明しておいて

ください なかなか良い練習になります

②の証明

二L+1手 =1の両辺を″で微分すると,

鶴為争+子 =0∴ グ=―傷
したがって,点 (p, 9)に おける接線の傾 きは

一劣だから魏妨楓は

υ
~9=~77(″ ~p)

∴ ιり″+α 29υ =ι2p2+′ 92
点0,9)は≠+≠ =1上の点なので
手+1;争 =1 より, ′p2+α

292=α 2ι2

■

9υ
_92=2α

(″ ― p)

点 (p,c)は υ2=4αα上の点なので

92=4αpょ り,

9υ -4αp=2α (″ ―p)

9y=物″一物p+物 p

cυ =2α (“ 十p)

υ
2=4α″の両辺を″で微分すると,

では,放物線の場合はどうかというと,まずは

ty2=4α″ ⇔  υ×y=2α (″ +″ )

とします ここで左辺を積,右辺を和のようにみな
して,先ほどと同様に,同 じ文字の積や和を 1個だ

け″を pに ,υ を 9に入れ換えたと解釈するので

す つまり

これセ
榊
稗うJ

2υυ′=4α  ∴υ′=子
したがって,点 (p,9)に おける接線の傾きは22

だから,接線の方程式は

υ-9=考 L(″ ―p)

9υ =2α (″ +p)

となります
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蒻 ここで,2次曲線の接線についてまとめておこ
'い
ずれも絶対暗記事項です
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疹目 円,楕円,双曲線の場合は簡単に憶えられ

そうですが,放物線の場合が憶えにくいようです

次のように考えればよいでしょう

まず,円 ,楕円,双曲線の場合の憶え方について  そら毛う

この場合は元の式で,″2を p″ に,υ
2を
9υ に

変えただけなんですが,これは,積 ″×″が p× ″

に,積 γ×υが9× υになったと見ると,同 じ文字

の積を 1個だけ″を pに ,υ を9に入れ換えたと

解釈できます
4α
't=2GX2X

=2o(■十ア)

と
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これで少しは憶えやすいでしょうか


